
グループウェアによる企業一括申請

1.グループウェアで、経歴証明書の代理申請などに関する質問を作成

ぜひ、グループウェアでの申請をご検討ください。
ご使用のグループウェアによって、機能が異なりなすので、まずはご相談ください。

5.自動車安全運転センター事務所へ、アップローダーでデータ送信
①証明書交付申請書（PDFデータ）
②4.で作成した回答結果一覧データ
③グループウェア申請の際の誓約書（PDFデータ）

☆グループウェア申請をいただいたご担当者様の声
・テレワークや複数事業所のため、委任状のとりまとめや集計確認に苦労していたが、負担が
軽減された。
・押印が必要なくなったので負担が削減されたほか、意思確認も効率よくできるようになった。
・委任状への記載や押印の際に、他の従業員の個人情報の保護に苦慮していたが、その苦
労がなくなった。

2.従業員の方が、運転免許証番号や「申請を委任する」などを回答(送信)

※ ただし、 従業員個々にグループウェアの利用者IDを割り振っている や
従業員の方が回答をした際に、氏名や社員番号などの従業員を特定できる
情報が一覧表に表示される などの仕組みが必要です。
これにより、なりすまし等を防ぐとともに、個々の委任意思を確認できます。

自動車安全運転センター 業務部業務課 ℡03-3264-8614
✉contact1@jsdc.or.jp

グループウェアのアンケート機能などのご使用で、委任状の押印が省略できます！

例 ● 〇〇社〇〇を代理人とし、経歴証明書の申請を委任しますか？
● 分析資料への提供及び活用に同意しますか？
● 従業員(申請者)の運転免許証番号(12桁)、氏名、生年月日 など

3.グループウェアにより、回答結果が自動収集

4.担当者様で、回答結果をエクセルシートに一覧として出力

※従業員の方々の押印は不要です！

グループウェア申請の際の誓約書
データの偽造や不適切な加工などがないことや、従業員の委任意思を確認していることを、

誓約する内容のものです。


